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富山県における本年度の病害虫防除指針

藤 畑孝 正

(濟山県庁腱産裸）

3幾薬の早期確保

4防除機具の確保と盤備

に対する方策をたて農家の防除憲慾の振起による末端防

除体制の整備と相俟って強力に病寄虫防除対策の実施を

はかることとした。

I蝶における|坊除計画

I病害虫防除の基本方針

最近における田植の早期化に伴う稲作期の移動と施肥

量増加の傾向は，病害虫の発生及び進度に大きな変化を

もたらし，防除事業の重要性を一層累加しつつある現状

からみて昭和33年度稲作病害虫防除の実施については耕

種改善による未然防止を基調として，

1病害虫発生予察事業の強化とその活用

2防除知識及び技術の普及鯵透

(ｲ）防除計画面識及び出薬品
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2晩植苗代と病害虫

近年梅雨期間が長く低温気味の年次が続いているので

裏作物（チューリップ,小麦,菜種，馬鈴薯等）の生育が

おくれたり或は収種作業が天候の関係上おくれ易い。作

物の種類によっては6月末から7月に入って跡田の田植

をしなければならない場合がある。従って晩植苗代の管

理が充分でないと病害虫の発生源となり近年種盈の問題

をひきおこしている。農家の忙しい時に肝心の指導を忘

れると大事となり易いので今年は苗代準備から独立した

苗代として周辺が田植されても水攻めとならぬよう呼び

かけておかないと来る年も来る年も同じ経過を踏むこと

となる。特に5月末から6月へかけて水銀粉剤とマラソ

ン粉剤,EPN粉剤,BHC粉剤等の殺虫剤を混合して
直ぐ撒粉したり，交互撒粉する。このような混合撒粉は
能率本位を考えたもので撒粉遼的には種々 問題があるけ
れども撒粉回数を増すことに主って効果が期待されるの

で吟味されたい。

3イモチ病についての考え方

連続した作柄で一応イモチ病解消のような感がないで

もない。叉早植栽培を基本として耕種技術が組み立てら

れているにしても近年多肥栽培の傾向が著しく，いきお

い生物群集の動きを複雑化しているように考えられる。

昨年の葉イモチ病の発生経過を見ても7月中旬の発生範

囲は全く昭和28年の様相を示した点から見ても，一体本

田の源は何か，稲以外の発生源があるのかと今日論議の

まとになっている。本県の場合晩植苗代が問題であり発

病期の盛りも早生種の幼穂形成期頃だけに薬剤防除の重

点はクビイモチ病を対象にすべきである。又8月下旬の

低温多雨に対しては晩生種の技梗イモチ病に留意しなけ

ればなるまい。特に近年枝梗イモチ病の被害が増大して

いるので晩生種を対象に出穂直前と穂揃直後（第1回撒

布期より10-15日目前後）の2回薬剤撒布を忘れてはな

らない。又穂揃後の天候条件によって小雨の多い時は，

更に傾穂期更に薬剤撒布を増さなければならない。従っ

て経済効果をねらえば晩生種が主体となろう。

4モンガレ病の防除

本病に対する今日までの試験結果をまとめて見ると早

生種及び中生種罹病品種を対象としてモンゼット水和剤

及び粉剤何れでも有効である。モンゼット水和剤の場合

（ﾛ）農薬整備

1上記の農薬については市町村病害虫防除実施計画の

樹立に雄き病害虫防除関係諸団体並びに幾薬坂扱団体

業者等と充分連絡協議の上早期に計画購入するよう勧

奨指導しこれが確保に努める。

2異常発生対策の農薬については国の備畜に依存する

こととするが県は必要に応じ挫薬生産者農薬取扱団体

等と協議の上これが確保に努めるものとする。

㈲防除磯呉については市町村段階における高性能機

具の設置を促進するとともに県有防除機具の整備を

実施して磯具の能率的使用に努めるものとする。

N北陸地方|暖候期予報

3月20富山地方気象台発表，今年の暖侯期季節予報は

次のとおりである。

4月から5月にかけては時食低温が現われるが概ね順

調に経過しよう。梅雨は平年よりやや早く6月上旬に

入り，中旬から下旬前半にかけては梅雨は不活発とな

り中休みとなりそうである。その後再び梅雨模様の天候

が続き梅雨明けは平年よりおそく，7月下旬になるらし

い。梅雨期を通じての気温は平年並か多少低目で6月末

と7月中旬頃は一時やや低くなる傾向がある。叉雨量は

平年より多少多目で前半は並か少目の傾向があるが後半
は多目の傾向があり，中休み後と梅雨末期に大雨もあり
そうであるo8月は一時低温多雨気味の時期がありそう
であるが'8月～10月を通じて概ね順調に経過しよう･北

陸地方に接近する台風は平年より多少多く予想される。

Ⅳ病害虫発生予想対策

』

1苗代期病害虫防除のねらい

保護苗代の普及に伴い害虫の動きが著しく変動する傾
向があるので総合防除の適期をあやまらぬよう推進する
ことが大切であるo(5月中旬前後田植のものは田植前
1週間内撒布，5月中旬以降6月上旬田植のものは除紙
後1週間以内に第1回，田植前1週間内に第2回撒布）
電熱育苗や畑苗代式の保護育苗のものは本田での活着生
育が旺盛であるから種だの害虫攻撃が活溌となろう。従
ってこれ等の苗には田植直前デイルドリン乳剤1,000倍

液を坪2合標準で撒布することが望ましい。
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